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1. はじめに 
近年，プラズマの空間分布把握を目的に，

tomography(断層影像法)を用いた発光分光計測
が報告されつつある．しかしながら，温度や密度を
診断した報告はほとんどない．なかんずく，原子分
子過程を詳細に考慮した報告がなく，診断に起因
する不確かさが著しいことが課題である．プロセス
プラズマに多用される減圧弱電離放電では，電子
温度 Te，電子密度Neを把握する必要がある．我々
は，トモグラフィック発光分光計測により得た実験
結果を，衝突輻射 (CR) モデルに基づいて解析
した．これにより，発光分光計測による定量的な Te，
Neの空間分布診断を実現したので報告する． 
2. 実験 

図１に示す誘導結合プラズマ装置 (アリオス製，
チャンバ内寸φ354×H 193mm，発振周波数13.56 
MHz) によりアルゴン(Ar) プラズマを生成した．圧
力 p = 0.5 - 10 Pa, 有効高周波電力: P = 200 - 
800W とした．チャンバ側面および上面窓の外側に，
レンズ付ファイバを計 18 本配置した測光系を構築
し，マルチチャネル分光器 (堀場製作所製, M116) 
により，窓面における分光放射輝度を測定した． 

3. 解析 
本研究では，逐次再構築法プログラム[1]を改

良し，分光放射量が計算可能なトモグラフィ解
析プログラムを構築した．これを用い，2.で測定
した分光放射輝度から，分光放出係数の空間分
布を求めた．さらに，線スペクトルにもとづき，
励起準位数密度分布 niを求めた． 

Ar CR モデル[2]は Te, Ne, 原子温度 Ta, イオン

密度NI, プラズマ半径 r, p, 電子エネルギー分布
関数(EEDF)を入力とし，ni を得る原子分子過程
モデルである．本研究では，Ta, NI, r, p, EEDF を
仮定し，Te，Neを未知パラメータとして，Ar CR
モデルにより計算した niと，実験により求めた
ni とを，フィッテングし，Te，Ne を診断した． 
4. 結果と考察 

図２に，p =1Pa, P = 300W, z = 0 cm (鉛直方向;
チャンバ中心) における Te, Ne,の y 軸(チャンバ直
径)方向分布の診断結果を示す．Te は，アンテナ
とフランジとの間で急激に減少しており，装置
構造に起因する誘導電界の不均一性がTeの空間
分布に影響したと考察する．Ne は，空間に対し
緩やかに変化した．本予稿で割愛した，p, P 依
存性および z 軸方向空間分布は講演にて述べる． 
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Fig. 2  The diagnostic result of electron temperature 
and density (p =1Pa, P = 300W, z = 0cm). 

 
Fig. 1 The schematic diagram of experimental setup. 
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